
第18回別海町新型コロナウイルス感染症対策庁内連絡会議 会議要旨 

 

日  時：令和３年５月28日（金）午後３時00分～午後４時45分 

場  所：庁議室 

参 加 者：副町長、教育長、総務部長、福祉部長、産業振興部長、建設水道部長、教育部長、議会事務局長 

会計管理者、農業委員会事務局長、監査委員事務局長、病院事務長、総務部次長 

別海消防署長（オブザーバー） 

保健課長（事務局）、防災交通課長（事務局）、防災交通担当主査（事務局）  計17名 

 

１ 開 会 

〇副町長あいさつ 

・報道でご存じのとおり、政府では本日、新型コロナウイルス対策基本的対処方針分科会を開催し、現在 

９都道府県に発令中の緊急事態宣言の期限を６月20日まで延長する案を示し、了承が得られたことか 

ら、午後６時40分から国の対策本部を開催し正式決定するとの情報があった。 

・総理は午後８時くらいに記者発表する予定とのことだが、それを受け、北海道においても、仮に緊急事 

態宣言が延長された場合、北海道として考え方を整理したものが共有されたところ。国の対策本部の決 

定内容次第では、考え方が変更になる可能性もあるが、いずれにしても、本日の夜に様々な動きが出て 

くると思われる。 

・土日を挟むこともあり、週明けから町としていち早く対応するためには、現時点で国や北海道が検討し 

ている情報をもとに、本連絡会議で情報共有を行い、今後の対応について、事前協議をするとともに、 

各部局において動きがあれば、共通認識をもって今後に向けた準備をしっかりとしていきたい。 

 

２ 議 事 

（１）新型コロナウイルス感染症発生状況                       

［総務部長］ 

・道内では、５月１日から27日までで12,357人の発症者あり。これまでの１か月単位での発症者数とし 

ては、桁違いの大きな数値である。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症の状況について（根室管内4／24以降）         

［総務部長］ 

・町ＨＰでは、既に根室管内の感染者情報を掲載しているが、今後は、過去の情報を整理するなど、より 

わかりやすい方法で情報発信を行っていく予定。 

・根室管内では、令和３年４月24日から５月27日までで102例発生、令和２年２月から通算122例。北 

海道が本町の発症者として公表している数は、２例。 

 

（３）町内陽性患者の公表について（5月26日発表）             

［総務部長］ 

・本人の同意に基づき、北海道が公表したことを受け、町においても、北海道公表後に速やかに町ＨＰに 

て、町長声明を掲載している。今後も、本人に同意に基づく公表については、町としても速やかに公表 

していく。 

 



（４）町立別海病院における陽性患者の受入状況等の情報について             

［総務部長］ 

・別海病院でも中標津保健所の要請に基づき、５月14日から５室７床の病床において、コロナ陽性患者 

（軽症患者）を受け入れているが、それ以降、受入状況についても町ＨＰにて掲載しているところ。 

 

（５）新型コロナウイルス感染症対策に関する町からの広報について      

［総務部長］ 

・先日の庁内連絡会議以降、根室管内の感染拡大や北海道の緊急事態措置等の状況を踏まえ、メッセージ 

を新聞折込みや町ＨＰ・ＳＮＳにて発信をしてきているところ。 

・このほか、５月16日以降数回にわたり、防災行政無線にて町民の方に対する注意喚起放送を行っている。 

 

（６）別海町新型コロナワクチン接種の予約状況等について（案）         

［保健課長］ 

・６月５日から開始するワクチン接種について、町民の方がわかりやすいよう、その予約・接種状況等を 

町ＨＰ等で公表していきたいと考えている。接種券については、現在、高齢者分を発送しており、その 

中でも高年齢の方から順次発送をしている状況。高齢者の方が、自分のところにいつ届くのか等がわか 

るように、接種券の発送時期についても、示していきたい。 

・町ＨＰの更新頻度については、予約状況は毎日更新、接種状況は１週間程度を目途に更新する予定。 

［会計管理者］ 

・参考までに、平日と土日の接種目標人数を教えてほしい。 

［保健課長］ 

・平日は各42人、土日は各360人を予定している。（休診日等は除く） 

［副町長］ 

・医療従事者の接種は、一回にまとめて実施できなかったこともあり、今後２回目の接種を予定している 

者もいる。また、高齢者入所施設の入所者と従業員は１回目が終わり、明日５／29から２回目を開始す 

るが、一方で、同じような施設でも通所施設の従業員は接種が終わっていないという状況もある。本町 

では、通所施設においても感染リスクを抑えるため、接種の優先順位を上げ、その従業員については、 

優先接種をすることで考えている。つまり、１週間で最大で880人程度ワクチン接種ができるというこ 

とになるが、これがすべて高齢者の枠としてあるのではなく、前段のとおり、この中には、医療従事者 

の２回目や高齢者施設の１回目、２回目も含まれるということに留意してほしい。 

・接種券の発送について、現時点では、前段で述べた高齢者施設関係の接種も踏まえ、６月５日から25日 

までの間でワクチンや接種体制が確保可能と思われる人数、つまり年齢としては75歳以上の方を対象 

に、６月上旬までに発送を完了する予定。ワクチン接種状況によっては、25日までに、次の対象（70歳 

から74歳まで）の方に接種できる可能性もあることから、状況を見て順次発送を行っていく予定。さら 

に、次のワクチンの発送時期などがはっきりした時点で、６月25日以降の接種スケジュールを再検討し、 

順次発送をしていくという考えである。 

・接種の優先順位について、町ＨＰへの掲載案では、高齢者の次に基礎疾患を有する方、次に高齢者施設 

等の従事者という順序で整理をしているが、これまで優先順位の検討を重ねてきた中で、本町では、通 

所施設の利用者の安全を確保するため、高齢者施設等の従事者（180人程度）を、基礎疾患を有する方よ 

りも先行して接種させる考えであるということを理解願いたい。理由として、基礎疾患を有する方を区 

分する際は、申告主義であるため、糖尿病の方や血圧が高い人、40代、50代の方でも申告してくる可能 



性がある。そうなった場合、申告した方から優先接種をしていくと、高齢者施設等への接種が後回しに 

なる可能性があるため、今のところ、基礎疾患を有する者と高齢者施設等の従事者については、どちら 

かというと後者を優先して接種したいという考えである。 

・町ＨＰへの掲載案については、「休診日」という表現の変更や、「接種会場」を文頭に掲載すること、予約 

状況にいつ現在なのかを標記することなど、町民の方が理解しやすいよう、保健課で内容を継続して検 

討するとともに、各部から意見等があれば、後日でもよいので保健課に連絡してほしい。 

・ＷＥＢ予約が難しい人でも、スムーズな予約ができるよう、コールセンターの設置や接種券を分けて発 

送するなどの対応はしているところだが、それでも電話が混雑している状況もあると思う。 

［福祉部長］ 

・コールセンターの電話が繋がらないときは、保健センターでも電話予約を受け付けている。 

［保健課長］ 

・現状、保健センターには１日30件から多い時で40件程度の接種予約の電話が来ており、現在、コール 

センターでも回線数や人員の増設・補充に取り組んでもらっているところ。 

［副町長］ 

・ワクチンの供給状況などはどうか。 

［保健課長］ 

・R3.5.1    １箱／585人分／1,170回分 高齢者施設入所者・従事者に先行接種 

・R3.5.21       ３箱／1,755人分／3,510回分 

・R3.6.5       ２箱／1,170人分／2,340回分 納品確定 

・R3.6.14の週  ２箱／1,170人分／2,340回分 納品見込み 

・R3.6.28の週  ３箱／1,755人分／3,510回分 納品を希望している 

・現時点で、国が希望受付をしている内容としては以上、11 箱／6,435 人分／12,870 回分である。今後、 

国では順次、希望受付をする予定としている。 

［産業振興部長］ 

・当日の接種予約キャンセルの取扱いについて伺いたい。 

［福祉部長］ 

・現在、高齢者（65歳～70歳）に対して、キャンセル待ちを希望する方を受け付ける旨の通知を、個々に 

発送し希望者リストを作成している状況。さらに、当日にキャンセル待ちの方が来られなくなった場合 

は、会場の従事者等に接種することも視野に入れて調整している。 

 

（７）北海道における緊急事態措置                       

［総務部長］ 

・冒頭、副町長からあったとおり、国の緊急事態宣言延長に伴い、北海道でも緊急事態措置を６／20まで 

延長する予定。延長決定前ではあるが、現時点での道案が示されたところ。本町は「措置区域」となるが 

主な変更点としては、飲食店等への協力依頼や、学校への要請等が加わった。 

・特に影響のある内容としては、「部活動は原則休止とし、全国・全道大会等につながる活動に限ることと 

し、健康状態の多重チェックを行うとともに、感染症対策の全校指導体制を確立する」という箇所。 

・「北海道における緊急事態措置（道案）」を受け、部活動・少年団活動への対応を含む、町施設の今後の取 

り扱いを協議していきたい。 

 

 



（８）緊急事態宣言延長の場合の町施設の取扱い               

［教育部長］ 

・北海道の緊急事態措置延長に伴い、教育委員会内部で協議した内容については以下のとおりである。 

・町立小中学校・認定こども園（幼稚園）における教育活動について、感染防止対策を徹底し、臨時休業す 

ることなく学校教育活動を行う。学校行事では、主に５月実施の運動会、体育祭、修学旅行等は、引き続 

き６／20以降まで延長する。 

・中学生の部活動、小学生の少年団活動については、北海道及び根室管内校長会からの要請に基づき、全 

国・全道大会等につながる活動に限って練習を行うこととする。また、活動は６／６までは原則休止と 

し、６／７から練習開始可能とする。ただし、大会日程や学校の教育課程（試験休み等）の都合で、大会 

前に14日程度の練習日がとれない場合は、６／７以前に練習を開始することも可能とする。 

・社会教育施設及び体育施設は、６／20の宣言期間終了まで全施設（32施設）を臨時休館とします。ただ 

し、これまでも町体等の施設を練習場所として利用していた部活動等には、学校教育活動に限り町有体 

育施設の利用を許可する。学校開放事業（小中学校の体育館の一般開放）も６／20まで開放中止とする。 

［総務部長］ 

・北海道及び根室管内校長会からの要請ということだが、根室管内としては統一的な動きはあるのか。 

［教育部長］ 

・根室管内の各自治体に対して、根室管内校長会の考え方として、前段で述べた案が示されており、それ 

に基づき本町としては対応をしていきたいと考えている。・文化部についても同様。他の管内市町も概ね 

同様の方針である。 

・一部、社会教育施設（プール）では統一的な動きができない状況もある。根室や羅臼では20日まで開放 

するのは難しいと聞いている。 

・直近に開催される大会について、現時点での日程は以下のとおり。陸上競技が６／19、20（変更の可能 

性あり）、水泳が６／26、野球・バスケ・テニスが６／26、27である。 

［副町長］ 

・国の宣言延長や北海道の措置延長が前提ではあるが、教育委員会としては、前段で述べたとおりの方針 

で行っていきたいとのことだがよろしいか。 

・（全員同意後）通知時期や方法については、適宜、教育委員会で整理、調整のうえ対応願いたい。 

 

（９）各部等からの連絡事項 

［産業振興部］ 

・ふるさと交流館について、６月上旬オープンとしていたが町内施設の取扱い（閉館）が20日まで延長に 

なることを受け、月曜日休館を踏まえ、22日オープンで調整をしていく。 

 

［教育部長］ 

・パイロットマラソンについては、今年度も中止を決定している。 

 

［議会事務局長］ 

・障がい者施設へのワクチン接種について、マスク着用などを自分から積極的にできない方などへの接種 

を検討していただきたいと議会からも意見あり。 

・キャンセルが出た場合のワクチン接種について、キャンセル予約の更にキャンセルが出た場合等は、接 

種会場で従事する職員へのワクチン接種も並行して検討していただきたい。議会からも同様の意見あり。 



［副町長］ 

・議長と町長の懇談でも同様の話が出たことは聞いている。障がい者施設の入所者へのワクチン接種につ 

いては、施設からも同様の要請があったが、施設従事者が施設にコロナを持ち込まないことを優先し、 

まずは施設従事者へのワクチン接種を先行して行うと回答している。また、施設では既に面会や外出、 

外泊を制限しているとのことである。 

・先ほども述べたが、概ね接種が終了した高齢者入所施設以外の高齢者施設等の従事者（180人程度）に対 

して、新たに接種するということもあるので理解願いたい。65歳以上の枠でも、もちろん障がい者の方 

に対するワクチン接種を行う。また、基礎疾患を有する方への接種の中でも、障がい者施設の入所者へ 

の優先接種も含め検討していく。 

・「キャンセルが出た場合におけるワクチン接種会場の従事者（職員）への接種については検討する」と回 

答している。 

 

［農業委員会事務局長］ 

・６／26以降のワクチン接種について、現時点ではどのようになる予定か。 

［保健課長］ 

・６／25までの接種は、第１弾の１回目の接種である。６／26以降は、自動的に１回目を接種した方に対 

する第１弾の２回目の接種となる。その後、改めて第２弾の１回目の接種サイクルを設ける予定。 

 

［病院事務長］ 

・５月に入ってから別海病院でも陽性者を受け入れることとなったが、根室管内でひとたびクラスターが 

発生してしまうと、病院でも受け入れができなくなるといった現状があることを理解していただきたい。 

・今後、町長メッセージを発出する際には、表現の仕方や期間の設定をどうするかということもあるが、 

他地域との往来自粛を呼びかけることも検討願いたい。 

［副町長］ 

・ワクチン接種や発熱外来など、医者や看護師の方たちが現在も懸命にコロナ対応をしていただいている。 

別海病院でこれ以上、陽性者の受け入れ人数が増えないよう、町全体で協力していきたい。 

 

［教育長］ 

・これから状況がどのように変化していくか予想がつかない中、教育委員会としてもできる限り学びを止 

めないという観点から、様々なお願いをすることがあると思うが、協力願いたい。 

 

３ その他 

・特になし。 

 

４ 閉 会 

 

以 上 


